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トー マス ●マンの「マリオと魔術師」について
魔術師 Cipollaが発散する体臭を, ファシズムの「独裁者」になぞらえる見解をとる論者は多








トー マス 。マンは1926年8月54日から9月45日まで,イタリアの Viareggioの近 く, Forte
dei Marmiに滞在 したが, この地で奇妙な奇術師を見たことがある。 1929年には, 7月
"日
から
3月25日まで,下の子供たちをつれて, バル ト海に面 したザームラント地方の保養地 Rauschen









はこうして成立した。翌年4月,Velhagen uttd Klasings Monatshefte 8号に掲載され,同年
Fischer書店から刊行された。ノーベル文学賞受賞後の第一作であった。





























きには, 笑いものになってしまったということを認め るのに はちゅうちょするものである。」
(V■1, S.669)
こういうわけで, 彼らは更に深刻なひとつの事件を目撃することになる。 ある晩 ドイツ人一家
は,「諸国遍歴の巨匠,大芸人, 精神の支配者 (Forzatore),魔術師 (11luSiOnista),奇術師
(PreStidigitatore)」,Cavaliere Cipollaの演技を見物に出かける。彼はイタリア48世紀風の
ThOmas Mann: Gesa■lmelt  Werke in zwむユt Binden. S. Fischer Verlag 1960. Band Vlll,




































































(4)Klaus Schrttter:Thomas Mann in Selbstzeugnissen und BilddOkummenten.Rowohit Taschen―
buch verlag GmbH, Reinbeck bei Hamburg 1964, S, 38.
(5)VOmendung und Grbsse Thomas Manns,Veb Verlag Sprach und Literaturi Halle 1962,S,114,
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つまり評者は, これがファシス トの最後に対するマンの実感であり,マンが MariOの行為を支持
している印象的な場面であるとしている。(7)この作品が発表されると,ムッソリー ニのイタリア
はこれを禁書にしたという。




年 9月,ナチス党が第2党に躍進 したことはすでに述べたが, 同年10月17日, マンはベル リンの
「ベー トー ベン・ ホール」で「理性に訴える」と題する講演を行なう。そのなかで,彼は焦眉の急と
して市民階級と社会主義との協力の必要を説き, ファンズムの「狂信」を防止することを訴える。










(6)Henry Hatfield:Thomas Mana.An lntroduction to his Fiction,Peter Owen Limited,Lon―
don 1951. P. 91
(7) Inge Diersen: Untersuchungen zu Thomas Man■, RIitten nd Loening,Berlin 1959. S.171.
















という副題 は, この小説 が マン自身のリァリスティックな旅行の思い出に基いているということ










観を眺めてみよう。「ひどく醜い顔」 (Cin Zerrittetes Gesicht),(つき刺すような目つきJ
(SteChende Augen),「涙裏」 (Tranensacke),「黄色つぽい両手」(gelbliChe Hinde),
「損じてすリヘっているとがった歯」 (SChadhaft abgenutzte,spitze Ztthne),「グロテスク
なこぶ」 (grOtesker Buckel),「グロテスクな釣形の指」 (grOtesker Fingerhaken)。現実
の人間の姿でこれほど醜いものがあるだろうか。その上, 海水浴場のとげとげしい雰囲気まで彼に
集約されている。観客の ドイツ人は言う。「この会場は, この町に滞在中雰囲気にただよっていた
異常,無気味,緊張感の集合地を形づくっていたし,……この男はこれらすべての化 身 と思 われ
トー マス ●マンの「マリオと魔術師」について 1%
た。」 (Vl■,S.695)しかもイタリア語で「タマネギ」を意味する Cipollaとぃう魔術師の名




その上, この醜悪な Cipollaは, 自分が肉体的敏陥をもっており,決して健康ではないという














興奮珂であり, 陶酔の象徴であった。「ファウス ト博士」の Adian Leverk?hnは病気による
陶酔をこれと同じ目的に使用 している。実は, こういう人間は トー マス ●マンには決して珍 しいも
のではなく, これがすなわち トー マス ●マン流の「芸術家」なのである。マンが魔術師 Cipolla
を次のようないろいろな言い回しで芸術家と呼んでいるのも, このことを裏付 けていると思 われ















/」 という人のよさそうな同情の声がかかる。 すると Cipollaは憤慨 して次のように答えるので










ければならない。 Cipollaのようにせむし男にならなければならない。 上の TOnioをはじめ,
Felix Krull,GregolluS,Aschenbach,Savanarola,みなこの苦 しみに耐えている。 この苦 し
みに耐えることによって Cip01laはトー マス ●マンの芸術家のひとりになれるのである。 そして
弁舌さわやかな言葉の巨匠として観客に君臨することができるのである。
ところで, トー マス ●マンにはひとつの方法論がある。周知のように彼は平衡の人間であり,中
間に立つことを旨とする人間である。彼はそれを「小丹が右側に顛覆 しそうになると,私は本能的
に左側に寄りかかる。そして逆のこともする」(9)と比崎的に表現 している。これはどちらかひと








(9) ThOmas Mann: Briefe 1889-1936, S. Fischer Verlag, Frankfurt an■ Ma n 1961,S. 354.
トー マス ●マンの「マリオと魔術師」について 1弱
する。」 (Vlll,S.679)ところが青年 MariOには,彼は共感の姿勢を示すのである。Walter
Weissはここに Hans Hansenに対する Tonio Krbger, Tazioに対する Gustav Aschen‐




















はこのような織細なところのある青年を「ナプキンの騎士」 (ein Ritter der Ser?ette)とから












逃れることができない。こういう意味では彼もまた トー マス ●マンの芸術家に近い。将来の破局を
予感しながらGustav Aschenbachはヴェエスを去 ることができないし, HanS Castorpは
「魔の山」から降りることができないのである。
以上で魔術師 Cipollaを中心とした二二の登場人物の考察を終る。 マンは元来政治に無関心な
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